
��

( )⑥���� FF
(Rs)⑦�	
�
(Rsh)⑧
	
�

⑨������(Iv)
(Vi)⑩������

( )⑪���� η
(W)⑫���エネルギー

⑬%&'*

①,-��(Isc,Jsc)
(Voc)②01��
(Pmax)③3456

(Vmax)④345689��
⑤345689��(Imax)

��;�/��=*;�

,-��(Isc)

01��(Voc)

3456(Pmax)

3456

89��(Vmax)

3456

89��(Imax)

�	
�(Rs)


	
�
(Rsh)

>?�@ ;�と、「 」のパラメータM5I-V -C8913JIS

Yソフトは、フルオート;�_`をdしておりますから、 にrtをuwし、;�0yボタンをクリックするだけで、�8�に��な;���で ;�SMU I-V
が�われます。 「�8」「���8」「 ���8」の��から、「���8」または「���8」を��してください。

>?�@ ;�のスイープパターンI-V

>?�@ ヒステリシス;�I-V

¡¢£¤¥>?�@の¦§¨©の;�

ª«�なスイープ ２­ステップ®スイープ ¯�ステップ®スイープ

°ず ²をISC
�u;�します。

°ず ²をISC
�u;�します。

FF²が4きな

´uµ¥>?�@に
d�なスイープ¶·です。

2チャンネル»¨スイープ
だけの_`(W32-B2900 4 )SOL

ÁÂスイープを�い、ヒステリシスをÃÄします。
Åに、¡¢£¤¥>?�@の;�にd�です。

ISC VOC/ ²を¨©Æで;�しながら、ソーラーシミュレータのシャッター
を�8で し、¦§ÊをËÌします。ON OFF/
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マルチサンプル・スイープ_`は、 スイープ;�ÑのÒ��I-V
ステップÓの���8が;�できます。

ÔÕの ;�I-V

マルチサンプル・スイープのI-V;�

2

1

3

4 5

6

P4,P15

P4,P15

P27

P7,P14
P10

P20

P30

>?�@ のフルオート;�_`I-V

マルチサンプル・スイープ_`

ヒステリシスÖ×_`

��ØÙ

ÚÛ は、ÜÝ>?�@の ;�が¯`。Ch Isc

(W32-B2900SOL4 )だけの_`

B2900A/B2900Bシリーズ

キーサイト・テクノロジーW32-B2900SOL3 SOL4/
�	
な�
��I-V����
プレシジョンSMU W32-B2900SOL3-R

W32-B2900SOL3-N

W32-B2900SOL4-R

W32-B2900SOL4-N

Þß GP-IBボード Ìâ 89ãä

420,000�

460,000�

Windows
7/8.1/10/11
( 64bit )î
Excel
2010/2013
2016/2019
2021
(32bit Only)î

NIó

NIó

ラトックシステムó

ラトックシステムó

どちらか
1chを��して;�。

»¨ の;�。2ch

マルチサンプル
スイープに÷¦

øùできる_ú B2901A,B2902A,B2911A,B2912A

B2901BL,B2910BL,B2901B,B2902B,B2911B,B2912B

B2900A ,B290B は、Keysight Technologies ��です。シリーズ シリーズ 
の
Ver22a～



0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

;�パラメータの２５*�M²の�M シーケンス_`で��;���をª�;�

この�Mを�うためには、ユーザーÛで>?�@セル
のÒパラメータの'*
�を��に��しておく°�
があります。
�Mするパラメータは、 ����です。Isc, Voc, Pmax, ,FF

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

'*;�

��/�*;�

��の;�

��の;�

��の;�

�)��の_��は、Yソフトウェアに !しませんから、$てユーザÛでごù�&さい。

GP IB-

GP IB-

Windows Vista/7/8.1/10(32,64)
MS-Excel2007～

'Y�なシステム()

Agilent B2900A/B SeriesSMU

Solar simulator

Solar Cell

シャッター*+ (34903A)

シャッター*+

シャッター*+ ( I/O)DIGITAL

デジタルマルチメータをøùし、
34５ú�の./を;�できます。

01できる23_`

シャッター*+

3�は - ;�をします。DARK IV
4にシャッターを0き、 - の ;�をONE SUN IV

�います。

シーケンス89は、34 ú�までの;���をª�して;�する4

_`です。「 ;�」と、「 ;�」をª*に�いたDARK IV ONE SUN  IV-

いとき5にd�です。

´6な78_�との9
89をサポートしています。

RS-232Cによるシャッター*+

;�0y�<スイッチ

Agilent 34970A/DAQ973A

MCI PCR GPエンジニアリング 512

ADC 7461P

;�0y�<スイッチ (34907A)

;�0y�<スイッチ

・u?56や 232CÔ.によるソーラーシミュレータのシャッター0A*+ができます。RS
・マルチメータを5Bまでサポートしていますから、'*の;�、��の;�、そのE��の;�をFùできます。
・�<スイッチやフットスイッチで;�を0yできます。

� オプションの をøùします。) -02SKIT

2/48

ISC VOC/ のリアルタイムモニター_` M5パラメータのµIJ�_`

シャッターをオープンし、

のモニターを�います。ISC
シャッターをオープンし、

のモニターを�います。VOC

SMU ISCにÜÝ>?�@セルをuwし、 ²をモニタしながら、

ソーラーシミュレータの��をLMします。
I-V;�のNO、M5され
るパラメータ²のJ�²を
�6し、J�を7れたパラ
メータは、P¡で シーExcel
トにRSされます。

7 8

9 10

11

P17 P20

P17 P32

P35
P22

P35

P35

P35

P22



12

13 14

P11

P39 P42
P45

Pmax I-V5のM5パラメータのトレンド9U、 ÅÊのV¨�W9U¶·。

ヒステリシス�8� ;�の¶·。I-V ��¯� ;�の¶·。I-V

ソーラーシミュレータの��XY¶·

ヒステリシスをZう などのトレンド9U[Pmax
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(W32-B2900SOL4 )だけの_`

(W32-B2900SOL4A )だけの_`

;��¥ß\]^

B2901B

B2902B

B2911B

B2912B

B2901BL

B2910BL

B2901A

B2902A

B2911A

B2912A

¥ß Ch�

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

21V/1.515A

210V/0.105A, 21V/1.515A

210V/0.105A, 21V/1.515A
6V/3.03A

210V/0.105A, 21V/1.515A
6V/3.03A

3456(DC)
56(DC) ;�

_� _�

`Ö` `Ö`

�� ���� ��

5.5 6.5

5.5 6.5

5.5 6.5

5.5 6.5

6.5 6.5

6.5 6.5

5.5 6.5

5.5 6.5

6.5 6.5

6.5 6.5

1uV

1uV

1uV

1uV

1uV

1uV

0.1uV 0.1uV

0.1uV

0.1uV

0.1uV

0.1uV

0.1uV

0.1uV

0.1uV 0.1uV

0.1uV 0.1uV

0.1uV 0.1uV

10pA 1pA

0.1pA 0.01pA

1pA 0.1pA

1pA 0.1pA

1pA 0.1pA

1pA 0.1pA

0.01pA 0.01pA

0.01pA 0.01pA

0.01pA 0.01pA

0.01pA 0.01pA

200us

50us

20us

20us

20us

20us

10us

10us

10us

10us

100K

100K

100K

100K

100K

100K

100K

100K

100K

10K

Trace
Buffer
Size

Min
Sample
Rate



��な�
��I-V��の�

1.uw¶·

Windows Xp/Vista/7
-Excel 2002/03/07/010MS

GP IB-

Agilent B2900Aシリーズ

４d�uw

�)
B2900Aのプラスを、>?�@のプラスへ、

のマイナスを、>?�@のマイナスへB2900A
uwします。

2.ソフトÛの;��のi�

3.$�8;�の �

【ÔÕのI-V;�】

【¯�ピッチ ;�】I-V

I-V;�の0y

SWEEPタブを��

LISTタブを��
Eは、$て��のi�と»じ。

o`¨© は、「 」を�6( ) 1.0NPLC

;�qr は、(ms)
s d_s ¡¢£¤Si =5ms, =10ms, =50ms

をvwに�6

「>?�@;�」にチェックを ける。

「���8」にi�する。

;�0y¨のカーソルy{
ÔÕ ;�NO[I-V

¯�ピッチ ;�NO[I-V
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ÁÂ;�を|�してヒステリシスの;�もできます。

M5パラメータ

M5パラメータ

I-V;�データ

I-V;�データ

;��の¥~を��します

;��の アドレスをi�します。GP IB-

４d�;�を��します。

�ù%Ø�を��します。

「 」にチェックを けると��のR�が��R�English
に�り�わります。
この_`は、アドインをª���し、4にアドインを�8
したときにd�になります。
� ��î でøùする�µは、�8�に��R�) Excel
に��され、�Y�のRSは�われません。



④*���

��される ²よりIsc
�し4きめの��²
Y�Û»じ²( )

��(A)

,-��(Isc)

01��

(Voc)

③ステップ��

スタート/ストップ©が３０`��*
になるようなステップ��²

I-V;��&

①スタート�� ②ストップ��

Iscの�Mのため、ゼロより
�し�さな²。 � �²=-0.1V

�� ²より�し4きな²Voc
=Voc+0.1V��²

¨©

⑤��¨©

⑥o`¨©⑦;�qr

��56
��;�

��(V)

②

②

①

①

③

⑤

⑥
⑦

④

4.�8;�の �

SWEEPタブを��

LISTタブを��

��を��

��を��

グラフWにチェック

�8を��

�8を��

>?�@;�にチェック

>?�@;�にチェック

I-V;�のデータ�をi�します。
ここでのデータ�は、vÜのデータ�で、
� のデータ�は���なります。

>?�@の���� により、��します。( )FF
  ² ¡: = 0.6FF

: = 0.7Ñ£ ² ¡FF
: = 0.8¤ ² ¡FF

をvwにします。

【ÔÕの ;�】I-V

【¯�ピッチ ;�】I-V

� ��¨©は、ÔÕ、¥¦にします。)

� ��¨©は、ÔÕ、¥¦にします。)
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I-V (1);�NO I-V (2);�NO

I-V (3);�NO

�り�し �の チャンネル��の��、�チャンネルは、 つのグラフ#に%&されます。1 2 1 �り�し*+�の チャンネル��の��、チャンネル-に、.けて%&されます。2

「567へ:;」にチェックをCけると、Fに、チャンネル-にG々のシートにデータが:;され、そしてチャンネルGに%&されます。
��OPしたときにSUされているシートにWXのチャンネルのデータが:;され、 つYろのシートに[のチャンネルのデータが:;されます。1
つYろにシートがない��は、]^_に%`されます。1

ch-1の§¨9U

ch-2の§¨9U
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ここにチェックをCけると、シートがスクロールしてグラフがfj
からpれたとき、グラフを]^_にfjのqえるuvへw^し
ます。このx、「��zを567へ:;」にチェックがついて
いると、%&はFにX�と、WYの ��zだけが%&されI-V
るようになります。

ここで、シートが
�`�される。



��なマルチサンプルI-V��の�
(W32-B2900 4 )SOL だけの_`

Y;�は、I-VスイープÑの��ØÙを©;するためにøùします。
ÔÕのI-Vスイープは、Ò��ステップ�に１?の��しか;�が
できませんが、この_`では、Ò��ステップ�に3450?の
��;�ができます。
この;�を�うと、«Æは¨©で9Uされます。
【��】

タブを��しての;�の�µの、34データ�は、2,500¬SWEEP
です。 タブを��した�µは、341,000¬です。LIST
データ� = ステップ� * マルチポイント�IV
これの�を®えた�µ、エラーがRSされ;�ができません。
マルチポイント�を°�するか、ステップ�を°らしてください。

1. I-Vマルチサンプル ;�モードのi�

SWEEPタブを��
;�の$ポイント�は、I-V Max. 2,500

Max. 1,000LISTタブを��した�µは、
です。

¥¦にします。

ダブルクリックして、
「o`¨© 」RSに��します。(ms)

o`¨©を�6します。
(Min. 0.01ms)
この¨©がサンプリング¨©©²
になります。
ただし、 ³&の�6は、0.02ms
サンプリング©²は、 になります。0.02ms

「 」を�6します。0

この´をダブルクリックすると、
マルチポイントモードがÖµされます。

マルチサンプルI-V;�をスタートします。

��

¨©

MEAS WAIT. ( =0)ÔÕ

;�qr ÔÕ(ms) =0

o`¨©(ms)
Min. 0.01ms

��¨© ÔÕは¥¦ �8( = )

SAMPLE CYC.
(2...50)
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マルチサンプルを にします。ON

Òステップ�のサンプル��を
i�します。(2...100)

¥¦または、「 」にします。0

>?�@;�の�µ、
パラメータ�Mのためのマルチ
サンプルの·¸¶·を&�から��
します。
( , , , - ,AVE MAX MIN ABS MAX

- )ABS MIN

Õに「0」にします。

スイープ0y�のSTART VALUE-
を、この¨©��してからスイープ
が0yされる。
¡¢£¤>?�@の�µは、4き
めの¨©を�6します。

WAIT BEFORE SWEEP
¡¢£¤>?�@の�µは、4き
めの¨©を�6します。

ヒステリシスÖ×モード 4ページº�( )



2.ÁÂスイープ;�を�う�µ

ÁÂスイープでの��ØÙを;�するためには、
ÁÂ;�を にします。ON

�き »り

�きと»りのØÙデータを、¼ね¾きして¿Àする
ことができます。
»りの¨©²をÁÂにi�してください。

�き

»り
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マルチサンプルI-V;�NO(1)

マルチサンプルI-V;�NO(2)

マルチサンプルI-V;�NO(3)

��スイープの����

��スイープの����

��スイープの����を、�り�し�でx�を��させた%&
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ヒステリシスÖ×モード

ヒステリシスÖ×モードのNO(A)

ヒステリシスÖ×モードのNO(B)

マルチポイント ;�をøùしたI-V

チェックを けると、ヒステリシスÖ×モードになります。

Forward

Forward

Forward

Forward

Forward

Forward

Reverce

Reverce

Reverse

Reverce

Reverse

Reverse

ÔÕのマルチポイント ;�I-V (A)

ÔÕのマルチポイント ;�I-V (B)

Òステップの��;�²の�ÃをÄÂさせる。

Òステップの��;�²の�ÃをÄÂさせる。

;�qr¨©

;�qr¨©

ヒステリシス

ヒステリシス

;�qr¨©をÅくすると、
ヒステリシスは�さくなる
ことがÖります。

;�qr¨©をÅくすると、
ヒステリシスは4きくなる
ことがÖります。

04

04
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Pmax ( )+のトレンド;< の=�>?MPPT

ヒステリシスをZう「 トレンド」 の;�[Pmax ( )MPPT

;���のi�¶·
「;�²を&¶Æへ�6」にチェックを ける。
ここにチェックを けないと、M5パラメータの
トレンド9Uは�われません。

ヒステリシスのあるセルでは、「ÁÂ;�」
にチェックを けます。
ÁÂ;�では、M5パラメータのÇÈ/�き/
»りの３Yのトレンドが9Uされます。

;�§¨��は、３³�にi�する。
３ÉÊの��では、M5パラメータの
トレンド9Uは�いません。

Graph Scroll にチェックを ける。

トレンドグラフを9Uするパラメータを��します。
ÁÂ;�を�う�µは、ÇÈ/�き/»りのそれぞれの²が
�8�に9Uされます。
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��@の��CDEFGの=�
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øùする;��の¥~をi�します。

;��の アドレスを|�します。GP IB-

SMU1 (B2902A,B2912A)の;��チャンネルを|�します。

2 /4d� d�の;�¶·を|�します。

チャンネルに�ÌなÍÎを�6します。

LOWd�の·¸を|�します。

;��の56を にした¨のÏÐを|�します。OFF

�ù%Ø�をi�します。

;��YÑへのトリガ./で
;�を�う�µは、チェックを
 け、;��リアーの コネクタDIO
の�6d�ß/を|�します。

78のスイッチ./でスイープ
;�を�う�µ、チェックを け、
;��リアーの コネクタのDIO

・ モデルの�µは、 をÔ$2ch 2ch
に»Õさせて;�する�µは、
チェックを けます。
チェックがÖい�µは、Òチャン
ネルを\々の��で;�できます。
・ モデルの�µは、チェックを1ch
 けると、 モードの�µDC (Excel

)タブ�� トリガード56になり、
チェックがÖい�µは、イミディエィト
56になります。

2chモデルの�µ、Ùチャンネルを;�にøùする�µ、
チェックを けます。

Hi-Capacitance /を します。ON OFF

Beep /Ûを します。ON OFF

56 を します。AUTO ON ON OFF- /

56 を します。AUTO OFF ON OFF- /

56フィルターを します。ON OFF/

ÔÕは、&�のi�は でøùします。OFF
チェックを けて、 でøùする�µは、ON
;�� !のマニュアルをº�し、_`を
Ü`¸Öされたうえでøùしてください。

56フィルタを にi�した�µのON
フィルタ��をi�します。
;�� !のマニュアルをº�( )

SOURCE SENS WAIT/ の _`をi�します。
ÔÕは、このRSのままのi�でøùし
てください。
このi�を��すると、�Uしたi�で
;�が�われない�µがありますから、
��してください。

スイープ�の56ÏÐを|Sします。
「 」 「 」からの��。START VALUE ZERO,

スイープÃの56ÏÐを|Sします。
「 」 「 」からの��。START VALUE END VALUE,

78トリガをøùする�µにだけ�ùされ
ます。
・マルチポイント・スイープが の�µON
アームトリガからのソースqr¨©を�6
します・
・マルチポイント。スイープが の�µOFF
モード タブ の�µ、ソースqrDC (Excel )

¨©を�6します。
モード タブ の�µ、SWEEP SWEEP LIST( , )

スイープ0y¨の を�6します。HOLD TIME-

>?�@;�の�µ、パラメータ�Mの
ためのマルチポイントの·¸¶·を&�
から��します。
( , , , - , - )AVE MAX MIN ABS MAX ABS MIN

マルチポイント・スイープの をi�しON OFF/
ます。

スイープ0y�の を、START VALUE-
この¨©��してからスイープが0yさ
れる。
¡¢£¤>?�@の�µは、4き
めの¨©を�6します。

Òステップ�のサンプル��をi�します。
(2...100)

���Wから、サンプリング0yまでの
qr¨©を�6します。

「 」にチェックを けると��のREnglish
�が��R�に�り�わります。
この_`は、アドインをª���し、4に
アドインを�8したときにd�になります。
� ��î でøùする�µは、�8) Excel
�に��R�に��され、�Y�のRS
は�われません。



シャッター

OPEN
シャッター

CLOSE

Voc Voc

シャッター

ÃOPEN
のqr

HOLD TIME

¡70ms

スイープ;�のタイムチャート マルチサンプル・スイープ( )OFF

V

��

¨©

56ON 56OFF

�Þ�の
>?�@
56��

�Þ�の
>?�@
56��

スイープ
スタート

スイープ
ストップ

「 」をBEFORE SWEEP
にi�したとき‘ ’ZERO

「 」をAFTER SWEEP
にi�したとき‘ ’END VALUE

「 」をBEFORE SWEEP
にi�したとき‘ ’START VALUE

「 」をAFTER SWEEP
にi�したとき‘ ’START VALUE

1

1

2

2

3

3

;�qr(ms)

o`¨©
( )NPLC
(ms)

&に04U

��¨©(ms)
(= )ÔÕは¥¦ AUTO

パルス%Õ(ms)

4

4

5
6

4

5 6

0yy{

78;�0y./の
「78スイッチのスイープ」が の�µON

0yy{

78;�0y./の
「78トリガ;�」が の�µON

パルス®

DC56の�µ

パルス56の�µ
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シャッター

ÃCLOSE
のqr



シャッター

OPEN
シャッター
CLOSE

Voc Voc

シャッター

ÃOPEN
の;�qr

+ 70ms¡

マルチサンプル・スイープ;�のタイムチャート マルチサンプル・スイープ( )ON

V

��

¨©

56ON 56OFF

�Þ�の
>?�@
56��

�Þ�の
>?�@
56��

0yy{

;�qr(ms)

;�qr(ms)

o`¨©( ,ms)NPLC

o`¨©( ,ms)NPLC

&に04U

��¨© ÔÕは¥¦(ms) (= )AUTO

��¨© ÔÕは¥¦(ms) (= )AUTO

4

6

5

6

SOURCE
DELAY

SOURCE
DELAY

MEAS.
WAIT

MEAS.
WAIT

サンプル
%Õ

サンプル
%Õ

0yy{ 0yy{ 0yy{

78;�0y./の
「78トリガ;�」が の�µON

78;�0y./の
「78スイッチのスイープ」が の�µON

78;�0y./の
「78トリガ;�」が の�µON

「 」をBEFORE SWEEP
にi�したとき‘ ’ZERO

「 」をBEFORE SWEEP
にi�したとき‘ ’START VALUE

「 」をAFTER SWEEP
にi�したとき‘ ’END VALUE

「 」をAFTER SWEEP
にi�したとき‘ ’START VALUE

3
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21

7 8

１ステップáりの
サンプリング��

7

8

パルス56の�µ

ここをダブルクリックすると、
マルチポイントスイープをÖµできます。

(W32-B2900 4 )SOL だけの_`

1
2

3

4
5
6

6
WAIT BEFORE SWEEP



SWEEPタブをNOした��>?

SWEEPタブを��すると、 シリーズYÑのスイープ_`をøùした^々な;�が¯`になります。B2900A

YÑのスイープ_`をøùした;�

この「スイープ」タブが��されている¨に「ＳＴＡ

」をクリックすると、i�した��に'ずき、_ＲＴ

�のi�Ã、スイープを0yします。

スイープÔ�Ã、そのNOをExcel�にæçみます。

æçデータは、éêのカーソルy{から&¶Æ

にÆかって�6されます。

��する��の��がSUされます。���の+
zは をSわします。����と -チャンネル GP IB
アドレス の �は、「��の �」ボタン、チャンネル
で¢います。

�£スイープ/��スイープを¥り¦えます。

ダブルクリックで、スタート/ストップzを

:れ¦えます。

スイープスタート�£/��を:;します。

スイープストップ�£/��を:;します。
スイープの��スタートとストップの©ªのLOG

­®は¯じにしてください。

LINスイープのx、ステップ�£/��を:;します。
©ªは´µなく、¶·zが��されます。

スイープのx、.¸ステップ+を:;しまLOG
す。W¹2,500までのステップ+の:;が»¼
です。

�£½;するxは、¾¿��を:;し��½;
するxは、¾¿�£を:;します。 ÀÁの��
は、��ÂÃにÄじW¹¾¿zに ]^Åいzに
_に �されます。

ÆFはÀÁにして5さい。ÀÁの��、Ç.x�

と��ÈÉで]^_にÊËx�がÌ�されます。

�£/��のÍステップでの½;ÊËx�

。 パルス½;の��は、パルスÏÐに¥¦りです

ます。0.02～999999のÓÔで:;できます。

リニア/ログのスイープを¥り¦えます。
Ö×�Øの��では、「 」だけがÙÚ»¼LIN
です。

スイープスタート/ストップzの:;のÛuを �
します。

スイープをOPします。

チェックをCけると½;はオートレンジになり

チェックをÞ 、ます。 して ½;レンジをß�して

à�レンジにできます。

レンジ �fjがSUされますから、áâを

 �してください。

½;ãäx、��の½;を にして½;をOFF
æäします。 チ ェックをCけないと、æäx、
½;はWYの½;zで をÊËします。ON

スタート-ストップ�を��スイープします。
/ /Ö×�Øの��、¢き çり ¢きçりèéのパラ

メータをそれぞれìíします。

チェックをCけると、½;がパルス½;になり
ます。 パ ルスx�îを:;してください。
パルス½;にチェックをCけると、「ÊËx�」
がパルスÏÐに¥り¦わります。

ïðの �レンジがSUされます。

1

2
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��のÇ.x�を します。:;

0.0004～120 0.01 2000msのÓÔでNPLC 、 ～

:;します。

��レンジを �します。

½;Y、��OPまでのÈÉx�を:;し

ます。0.0 10,000ms～ のÓÔ。

��するôõにチェックをCけます。 チ ェックを

Cけると¯xに、その��zをExcelへ:;する

xのÛuをß�します。

Ö×�Øの��では、ø¾_に「�£」「��」の

�6にチェックがCけられまが、「x�」のチェック

はùúです。

��データをExcelシート に%&を¢います。#

ここをダブルクリックして、Ç.x�の:;Ûu
を で¥り¦えます。NPLC/ms

Ö×�Ø ��モードにする��は、チェックI-V
をCけます。

Ö×�Ø��モードの��、ソーラーシミュレータ
のシャッターOÿ¾�をおこなうxにチェックを
Cけます。

Ö×�Øのáâな����の��を¢います。

Ö×�Øセルを 	 した
�で、 のリアルISC VOC/
タイムモニタを¢います。
シャッター¾�が の��、シャッターOÿと
^しON
ます。

3

4

5

6

7

5

8

>?�@;�モードを「�8」、「���8」、「���8」から��します。

シーケンス^%モードを にします。ON

���をXÐ�します。

�ての:;��をÊ�、または、�み�みます。

「X�]^」は、X�の��で、]^_に�¥な����がÌ�され
�õ��は、その����にà�され��が¢われます。2

Ö×�Øセルのx��_な�®��を、¯じ�£�で��する��
に��です。

X���

X���

2�õ��

2�õ��

3�õ��

3�õ��

「-�]^」は、-� ��の� に、そのxのÖ×�ØセルのI-V
�®に�した����に! �したY、 ��を¢います。I-V
"#パラメータのx��_な��を��するときに��です。



3
4

6

;�レンジをi�します。
9U��をi�します。

��レンジを、 からÙÚします。AUTO MANUAL/

à�する��レンジ

AUTO MODEのÙÚ
= al$�z NORM

RANG LOW LIMIT
のÙÚ

=1uA$�z

THRESHOLD RATE
の:;
$�z=90

5%のáâは、
シリーズC&B2900A

のマニュアルを()
ください。

Excelシート#に%&されるグラフの

$�サイズを+¹ ,-します。/

$�サイズは、「 」です。1.0

$�サイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより2なります。Excel

グラフのタイトルを:;

4�のデータをß�

5�のデータをß�

4�の を:;Max/Min
ÀÁは、オートスケールで%&されます。

5�の を:;Max/Min
ÀÁは、オートスケールで%&されます。

$�のグラフuvから、5へw^する¢
+をß�します。

シャッター0A*+する_�の��と、��の�6をします。

シャッターOÿ¾�する��をÙÚします。

シャッターをOいてから��OPまでのÈÉx�を:;します。

��をæäして、シャッターをÿじるまでのÈÉx�を:;します。

SKIT-02(Agilent B2900)
をÙÚした��。 Agilent 34970A

をÙÚした��。

ASAHI SPECTRA RS( -232C)
をÙÚした��。

MCI PCR GP-512
をÙÚした��。

ADC 7461P
をÙÚした��。
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1

2

56レンジのi�

½;レンジを、 からÙÚします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÙÚした��は、
をÙÚします。LOW LIMIT RANGE

MANUALレンジをÙÚした��は、
à�するレンジをÙÚします。

パルス® ²のi�/BASE
パルスîを:;します。

BASEzを:;します。

56のタイミングチャート

ÊËx�

��ÈÉ

Ç.x�で

Ìまるx�ÊËx�が
ÀÁの��

PULSE
BASEz

シートがスクロールしてグラフがfjからpれたとき、グラフを
]^_にfjのqえるuvへw^します。
このx、「��zを567へ:;」にチェックがついていると、
%&はFにX�と、WYの ��zだけが%&されるようにI-V
なります。チェックが:い��は、３０�までの
	%&Y、
そのYの%&は¢われません。しかし��は?	されます。

I-V I-V��を�り�すとき、 カーブの%&とAに、í½パラメータの
トレンドを¯xに%&できます。
トレンドを%&するパラメータをß�します。
áâは ページを()ください。10



7

8

5

;�ìvの|�と、そのíyの|�

ÛuをÙÚします。
x�ÛuをÙÚします。

��zの©ªを
��します。

��スイープ��の��、�り�し�から
x�を�り�してCEする��にチェック
をCけます。

ISC VOC/ モニタを�います。

Ö×�Øセルを 	 した
�で、この モニタをF¢すると、そのÖ×�Øの や をISC VOC ISC VOC/
リアルタイムで��することができます。
Ö×�Øの �� のG "#や、IJのKLを¢うことができます。I-V

VOCzをリアルタイムSUをOP NOします。/
#Pに 、5Pに のzがSUされます。ch1 ch2

ISCzをリアルタイムSUをOP NOします。/
#Pに 、5Pに のzがSUされます。ch1 ch2
©Fな 	 の��は、マイナスzでSUされます。

ISC SMUモニターを¢う��、 の½;»¼な��ÓÔ��であるにも´わらず、レンジオーバや

¾¿��オーバーのエラーがZ[する��があります。

この\]は、Ö×�Øと �でZ^ï_が[じたことに`]しています。SMU

このï_を�bするために、チェックをCけて½;�£レンジを¹きめの�£zにà�にすると

�bできることがあります。Z^ï_は、シリコン�Ö×�Øe�のï_です。

í½するパラメータにチェックをCけます。

ここに:;した�£zに·fした��zをí½します。

ここに:;した��zに·fした�£zをí½します。

ghijÇの:;Ûuを「 」、「 」で¥り¦えます。cm2 m2
��jkìíは、このÛuを��します。

ソーラシュミレータの½;を:;します。

ソーラシュミレータ½;の:;Ûuを「mW/cm2」、「W/m2」
で¥り¦えます。

GP IB- で 	 した)kìを��して:;エネルギーを
í½する��にÙÚします。

)kìの��Ûu「Lux」を「mW/cm2」に�¦するµ+
を:;します。

)kìのÆm��を �します。Ynを()ください。

:oエネルギーを� キ ー:;します。このzは、
そのまま、�¦qrìíの.sになります。

GP IB- で 	 したtkìでtk��を¢う��に
チェックをCけます。Ynを()ください。

「F��でí½」と「��jkでí½」のÙÚを¢います。
「F��でí½は、Fvに��した�£(V)、��(mA)、�;(mW)をExcelに:;し、
「��jkでí½」は、��jk(mA/cm2)、�;jk(mW/cm2)で:;されます。(7ページ())

ソーラーシミュレータを��する��にÙÚします。

��·_となるソーラーセルのパラメータのtkµ+が
G にwxしている��は、そのパラメータの25k¦í
zをí½することができます。
¦íできるパラメータは、「 / 」「 」「Pmax」「 」「η」ISC JSC VOC FF
だけです。

それぞれのtkµ+を:;します。
25k¦íのìí�は5%のとおりです。
25k¦íz = ��z + tkµ+ * ( �� tk - 25 )
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>?�@;�¶·のîïi�

Þi���の��の}:や����を �します。

� 78;��で�* �� を��;�する�µ。) ( )
まず、78;��の��² を「 」に��する(V) W/m2
78;��Ûの
� ²を�6します。A,B
4に、 「 」 と�6します。1Lux= 1000 mW/m2
そのNO、����の;���が、「 」に��されW
����の�Mにøùされます。



-~-~の
	��を¢う��にチェックをつけます。

��を¢う~Cを:;します。
ß�した~Cの�、-~1つのBookが%`され、その
Bookに��データが:;されます。
áâは、Ynを()ください。

��を¢うx��をß�します。
-~��を¢うx��をß�します。

��と��のx���を:;します。
スイープOPから[のスイープOPまでのx���です。

-~の��データの:;された のÊ��フォルダBook
を:;します。

Book�の��にCけるヘッダを:;します。
データの�Gに��します。

���、�Ð_に をバックアップÊ�する��にBook
チェックをCけます。

��の~Cx�を��データにC�します。

��データの:;67を¥り¦えます。
Yn�����を()ください。

��してデータを:;Y、Excel#のカーソルをどこへ
w^するかをÙÚします。

1�の��で、���り�し��を¢うのß�をします。
W¹ �まで�り�し��が»¼です。9,999
5%のf�ができます。
1.パラメータのx�_��を��する。
2.*+のセルをÄ[C¦えながら��する。
3.パラメータのtk�®、)k��を��する。

スイープとスイープの�ちx�を:;します。(Max 86,400)
ÀÁにすると、1���ごとに、[の��を?	するかの
KLfjがSUされます。このx、����のC¦えを¢なう
ことができます。áâは、Yn()。

このテキストボックスをダブルクリックすると50ステップで
��できます。

�り�し��のx、パラメータのìíエラーがZ[した
��、そのエラーを:�して��を?	します。

「Ctri」Key+「Auto_Mode_Size」の#をクリックすると��が
� に�わり、]^モードのx、 ¡から ¡へのスVOC ISC
イープへ�えることができます。ÆFは、 ¡から ¡ISC VOC
へのスイープ67です。

この#をダブルクリックすると]^モードのxのスイープ
データ+を、20から40のÓÔで��できます。

この5J#をダブルクリックして、]^モードをÙÚします。
この３¢£の^%モードは、5&を()ください。

FFが、 �5のx0.7 FFが、0.8 Yのx FFが、0.8�#のx

DARK I-V��を¢います。Ûにダイオード�®を��し
ます。パラメータのìíは¢いません。]^モードは:q
になります。

��スイープによる��を¢います。
 ¤�¥�のような}��Ö×�Øで��します。
(W32-2400 2/ 3だけの�¼)SOL SOL

 ¤�¥ }�Ö×�Øなど/ シリコン�Ö×�Øなど ¦ �Ö×�Øなど

�8モードの３つの89モードのñいについて

この �が�fされるのは、 タブ がÙÚされ、X�]^ -�]^の��の��だけです。LIST (2step sweep) /
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XYし ��Zのストレス\]��I-V

§¨し ;�を�う�µ、 ;�と4の ;�に ò³�の¨©の¥きがdるとき、|�されたストレス�� ��をセルにó3することがI-V I-V I-V 2 /
できます。
ó3¯`なストレスは、&�から��できます。
・「 」OPEN
・「 」SHORT
・「 」VOLTAGE
・「 」Vmax
・「 」CURRENT
・「 」Imax

「 」と「 」は、Õに��の ;�からM5された²になります。Vmax Imax I-V
��の がM5できなかった�µは、3Ãにd�な ²がøùされます。Vmax/Imax Vmax/Imax
3�から がM5できない��の;�では、の ¦に�6した²がøùされます。Vmax,Imax OutP

2�³�の²をi�します。

� ストレスがó3されるためには、4の ;�までの¨©が ò³�°�です。1) IV 2
も し、4の ;�までの¨©が ò³&の�µ、セルのÙdは のままになります。IV 2 OPEN
� ストレスó3Ñのストレスi�²は、;��の��で&�の^にÃÄできます。2)

ス トレスが にi�された�µは、&�の��はRSされません。OPEN

�� ��の;�²/ SMUの56i�²

SMUの*�i�²



;�パラメータのJ�²の�6

Íパラメータにw���を:;できます。#¿だけ、5¿だけ、または�6を:;します。
このw�をÞれたパラメータは、 シートに� で:;されます。Excel

§り¨し ;�の¨、rtの「サンプルÍ」や「ô�8�o」の�6¶·I-V

�り�し�+を２��#に �し、「[の��までの�ちx�」をÀÁにすると、-�、 ��-にªxNOになり、5%のように「サンプル�:;」「ghijÇ」:;I-V
fjがSUされます。
ここで、サンプル�を:;すると、 シートに:;される��データの��にサンプル�が:;されます。Excel
��サンプルを ��ごとにCり¦えて��するときに��します。I-V

¥¦にする。

I-V;�の��に&�の��がRSされます。

-�サンプル�を:;する��はチェックをCけます。

-�サンプルのghijÇを:;する��はチェックをCけます。

¡¢£¤¥>?�@5のヒステリシスに÷¦したÁÂスイープ

����をするために、
どちらかの「����」にチェック
をCけます。
どちらにCけても、q�は¯じです。

 ¤�¥�などの}��Ö×�Øの ��では、スイープ67により2なったI-V
カーブをUす��があります。このようなヒステリシスのあるÖ×�Øでは、I-V
カーブを����で¢いたい��があります。I-V

����を¢った��、「¢き」のデータと「çり」のデータのèézを��して
パラメータをí½します。

¢き/çりのèéz
を��したパラメータ

¢き/çりのそれぞれ
のカーブからのパラメータ
ìí��
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ÁÂスイープの;�NO



２チャンネルの をøùして、 ;�と、 ;�Ñの���Wを で;�する¶·SMU ISCI-V I-V

(W32-B2900 4 )SOL で÷¦

SMU-2にチェックを けます。 »Õ;�にチェックを けます。

SMU2のタブを��します。

「スイープモード」をダブルクリックすると、「 」と「 」がõöに��ります。LIN FIX
「 」にi�してください。 ;�が�われます。FIX ISC
「 」にi�すると、ÔÕの ;�が�われます。LIN I-V

56²は、ゼロを�6します。

グラフのi�

「 ;���」を��SMU1:

「 ;���」を��SMU2:

:

:

ISCの»Õ;�による
���8を;�。

>?�@の
I-V;�NO
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B2902A,B2912A,B2902B,B2912B

I-V;�ù>?�@

Isc;�ù>?�@。
または、ÜÝ>?�@。

２つの>?�@は、Ô$に»Õして;�が�われます。
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tk��にチェックをつけた��の
tkìの �fj
áâは、22ページ「Þi���」のô
を()ください。

「_
」にチェックをつけたhi 「j
k��」 ln をNOし「op��C」の=�をqうhi( )

��した�£zをルックスの
Ûuに�¦するµ+を:;
します。
Lux = ( ���£ - B ) * A

>?�@

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

%&'*;�

GP IB-

�� �*�/

'*;�ùマルチメータ

�� �*;�ùマルチメータ/ -1

アナログ56

４d�uwまたは、２d�uw

チェックを けると
i���がRSされます。ADC 7352Aの�µ

ADC 7352Aの�µ

ADC 7461P Pt100の �µ

KEITHLEY 2110 Kの ÷�÷の�µ

Agilent 34970Aの�µ

1,Ch-1 , KSLOT ¥÷�÷

Agilent 34970Aの�µ

1,Ch-1 ,SLOT DC���6

LF EOI+

LF EOI+

CR LF EOI/ +

LF EOI+

LF EOI+

LF EOI+

F40 1 0 3INIC DE TRS

F1 1 0 3INIC DE TRS

H0 F44 0 1 3PT IN TRS

UNIT C

: KTCO TYPE

: :TCO RJUN RSEL REAL

*RST

: _INST DMM ON

: _TRIG SOUR BUS

: _ ,K,(@101)CONF TEMP TC

: _(@101)ROUTE SCAN

*RST

: _INST DMM ON

: _TRIG SOUR BUS

: : _(@101)CONF VOLT DC

: _(@101)ROUTE SCAN

�

�

�

MEAS TCO: ?

READ?

READ?チェック�り(* )TRG

チェック	

チェック�り(* )TRG

チェック�り(* )TRG

チェック	

チェック	

チェック	

チェック�り

( A,B )
� を
�

チェック�り

( A,B )
� を
�

チェック	

チェック	

チェック	

)kìは、W¹4®(2,3,4,5)まで��»¼です。*+®の)kìをß�した��、その)kìの��zを
èé�¯°して)kzとして��されます。áâは、22ページ「Þi���」のôを()ください。

※��のÄ²について
1.WXにtk��を¢います。 2.[に)kìの��を¢います。 3.WYに ��を¢います。I-V

)k�Þの��を¢うことができます。その��は、「)k��」の
��#を「Shift」キーを´しながらクリックすると、「 」にSUがµわり、OTHER
)k��から¶Þされます。このマルチメータはe·してùúの��が
»¼になります。4®をすべて)k��から¶Þして、e·したマルチメー
タとして��が»¼です。
１®のマルチメータから*+のデータが、コンマでº¥られて»mされる
��は、そのデータ�てのgmができます。①

①

①

①

①

①

①

②

②

②

②

②

②

②

③

③

③

③

③

③

③

④

④

④

④

④

④

④

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

i�²

i�²

i�²

i�²

i�²

i�²

5%の ��()

_
��の=��

j
ln��の=��/

�)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
�üします。

�)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
�üします。

�)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
�üします。

� シャッター0Aù とはýùþ¯。) 34970A

� シャッター0Aù とはýùþ¯。) 34970A



stの��uを、Agilent34970Aを~�して�チャンネルを�り�む>?

��の��の;�ìvを、アジレントテクノロジー� のマルチプレクサ をøùして34 までの34970A (34901A) 10ch
データをæりçむことができます。
この;�には、78;��の ßから ßがøùできます。 ßは、 *�Mのための'*'*�ùの;�ですから2 5 1 25
øùできません。

>?�@
GP IB-

４d�uwまたは、２d�uw

LF EOI+

*RST

: _INST DMM ON

: _ ,K,(@101)CONF TEMP TC

: _ ,T,(@102)CONF TEMP TC

: : _(@103:105)CONF VOLT DC

: _(@101:105)ROUTE SCAN

READ?

チェック	

チェック�り

( A,B )
� を
�

①

②

③

④

⑤

⑥

i�²

�)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを�ü“_”( )
します。

①

②

③

④

⑤

'*
'*
��
�*
��

34970A 5で ��の��uを��む�

ch-1  K¥÷�÷
¥÷�÷ch-2  T

�� ��56ch-3 ( )DC
ch-4 ( )�* ��56DC
ch-5 DC��

⑥

マルチプレクサ を、37901A
スロット に��する。1

5

� シャッター0Aù とはýùþ¯。) 34970A
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ケースレー を �で、_
と��を�り�む>?2110 1

①

②

③

④

⑤

⑥

KEITHLEY 21101 DC KBで ��と ÷�÷のæçの�µ

LF EOI+

: ' 'FUNC1 VOLT

: ' 'FUNC2 TCO

:UNIT C

: K:TCO TYPE

: ::TCO RJUN RSEL REAL

:READ?

チェック	

チェック	

①

②

③

④

⑤

⑥

i�²

�)
Ctrl Enterは、「 」+「 」

アンダーバー はスペースを“_”( )
�üします。

2



stの�Cを、��@�で��する>?

78;��は、;�_`と56_�を�り�えてøùすることができます。
;�_�のi�にすると、マルチメータ5の;��のデータをæりçむことができます。 ��º�( )
56_�にi�すると、;��Ãに��*+やリレー*+を�うことができます。
[えば、 でuwした\��がある�µ、 の;��に、その��から を56し、 の;�がGPIB B2900A 10V B2900A
��したとき、��の56を にできます。OFF
また、 でリレーボックスがuwされている¨、;��に、そのリレーを または にし、;�が��した¨、GPIB ON OFF

または にすることができます。ON OFF

チェックを けると、56_�*+モードになります。
チェックを7すと、;�_�モードになります。

>?�@;�でない�µは、
こちらをチェックします。

;�0y�Ãに、１�だけ56_�へ

.する コマンドを�6します。GPIB
「 」+「 」で��できます。Ctrl Enter

�
です。Max. 200

$;���¨に、56_�へ
.するGPIB
コマンドを�6します。
「 」+「 」で��できます。Ctrl Enter

�
です。Max. 200

§り¨し;�を�う�µ、;���に��5
6_�へ
.する コマンドを�6します。GPIB
「 」+「 」で��できます。Ctrl Enter

�
です。Max. 100

§り¨し;�を�う�µ、;��Ãに��5
6_�へ
.する コマンドを�6します。GPIB
「 」+「 」で��できます。Ctrl Enter

�
です。Max. 100
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LISTタブをNOした��>?

LIST LISTタブを��すると、 シリーズYÑの スイープ_`をøùした^々な;�が¯`になります。B2900A
さらに、&�の^々なスイープが23されます。
.��ØÙの��と;� �>?�@モード1 ( )

2. I-V>?�@ ;�の、¯�ステップ®スイープ
.>?�@ ;�の、２­スイープ3 I-V

この「スイープ」タブが��されている¨に「ＳＴＡ

」をクリックすると、i�した��に'ずき、_ＲＴ

�のi�Ã、 スイープを0yします。LIST

スイープÔ�Ã、そのNOをExcel�にæçみます。

æçデータは、éêのカーソルy{から&¶Æ

にÆかって�6されます。

��する��の��がSUされます。���の+
zは をSわします。����と -チャンネル GP IB
アドレス の �は、「��の �」ボタン、チャンネル
で¢います。

LISTスイープをOPします。

�£スイープ/��スイープを¥り¦えます。

スイープスタート/ストップzの:;のÛuを
 �します。

��するôõにチェックをCけます。 チ ェックを

Cけると¯xに、その��zをExcelへ:;する

xのÛuをß�します。

Ö×�Øの��では、ø¾_に「�£」「��」の

�6にチェックがCけられまが、「x�」のチェック

はùúです。

7

9‘From Excel’をÙÚし、「��»m」をクリック
すると、 シート#のïðのカーソルuvExcel
から567にデータをCり�み���のLIST
メモリ¾¿へ»mします。
そのÀôõをÙÚした��は、5%を()
ください。

567へデータをCり�みます。
�� �の+zはデータ+を( )
ßUします。

�>?�@モードの�µ
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9 ��ØÙの9)¶·を|Sします。

5%で´+��の%`6ÁをßUし、「��»m」をクリックすると、その��が���へ»mされます。
そのY、「 」ボタンをクリックすると、���から��が½;されます。��データは、W¹ Â��で%`します。START 1,001

SWEEPタブで:;したzがÃ�されます。

「 」ボタンをクリックすると、!ìíされSUされます。SET

１��を%`するデータ+

��の�り�し+

Vp-pz

OFFSETz

��のuÄ

パルスのデューティÅ

Vp-p

OFFSET

uÄ
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>?�@モードの�µ
「>?�@;�」にチェックを けた�µ、>?�@;�モードになります。
>?�@ ;�の つのスイープパターンを��えることができます。I-V 2
・¯�ステップ®スイープ
・２ステップスイープ

SWEEPタブをÙÚして
スイープした��

LISTタブをÙÚして
»�ステップスイープの��

LISTタブをÙÚして
ステップスイープの��2

「 ��」8`をダブルクリックすると、「¯�ステップ®スイープ」、「２ステップスイープ」をõöに��がSTEP
できます。
「���8」「���8」で ;�を�うと、ここで��したスイープパターンで;�を�います。I-V

このスープを��すると、Æず、 z をÇんだISC (V=0)
データでスイープを¢います。

このスープを��すると、Æず、 z をÇんだISC (V=0)
データでスイープを¢います。

10

10 I-V;�の「¯�ステップ®スイープ」、「２ステップスイープ」の�り�え

¯�ステップ®スイープ

スイープOPzを:;します。

スイープNOzを:;します。

START STOPから までのデータ+のõ�zを �します。
Æずしもここで �したデータ+になるとは¿りません。

Èへ¢くほど£,されるk�いをÙÚします。
Ê が  YのÖ×�Øセルの��にÙÚします。: 0.6FF
� が  YのÖ×�Øセルの��にÙÚします。: 0.7FF
È が  YのÖ×�Øセルの��にÙÚします。: 0.8FF

 �したスイープデータリストを���へ»mします。
»mされていない��は、「 」をクリックしたxSTART
に]^_に»mされます。

２ステップスイープ

�いステップ �いステップ

ここをダブルクリックすると、 と が:れµります。START STOP

スイープOPzを:;します。

����を¥り¦える�Ëをß�します。

スイープNOzを:;します。

スイープWXの����を:;します。

スイープÌ�で����を¥¦えYの、

����を:;します。

�) ���8/���8を��して;�する�µ、
と が�8i�され、そのEは、ここでのi�は��されます。START STOP

a

a

b

b

c
c

dd
e

e

I-V��のステップîをÈへ¢くにしたがってステップîをÍしずつÎくしてスイープをF¢します。
その��、スイープ�¿のステップ�の�JÏÐがÑ��にÅい
�のスイープデータをEることが
»¼になります。ÆFのスイープと2なり、 ÅÒのステップîがÓくなりにくいため、より©KかVOC

をí½が»¼になります。VOC
スイープデータは、Æず、 を��するため、 zは� ��されるため、２��のÔãをからV=0 ISC
í½されるのに·し、よりÕÖkな��になります。
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ExcelタブをNOした��>?

Excel Excelタブを��した�µ、 �に��に�6したデータリストをなぞりながら56と;�をリアルタイムに �します。
また、»¨に78にuwしたマルチメータ5のデータを»¨にæりçむことが¯`です。
56リストに、 ��² を��した�µは、56²を�8�)します。LINER LOG FIX, , ( )
>?�@;�モードの�µは、 または の9w;�が¯`です。ISC VOC

��をOPします。

fjを,-SUに¥り¦えます。

½;を�×します。

ïðの½;と��をãäY、ªxNOします。 「 」ＰＡＵＳＥ
を´したまま、「 」を´すと、ステップ^%になります。ＳＴＡＲＴ
WXに「 」を´したYに「 」を´しても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
^%になります。 「 」をß¶すると、
	½;モードにPAUSE
�àします。 「 Excel」タブがÙÚされたときのみ、}qです。

「 」
�のとき、１つ の��zをá¶します。PAUSE

!��を¢う��に��します。

��する��の��がSUされます。���の

+zは をSわします。����とチャンネル

の �は、「��の �」ボタンでチャンネル

¢います。

Excel#のデータを�£として½;するか、��
として½;するかを �します。

�£½;するxは、¾¿��を:;し��½;
するxは、¾¿�£を:;します。 ÀÁの��
は、��ÂÃにÄじその½;zに·fしたW¹
の¾¿zに ]^_に �されます。Åいzに

½; ÊËx�を:;します。zの
パソコンのタイマでx�をâ°しますからあまり
©Kではありません。パルス½;の��は、パ
ルスÏÐに¥り¦わります。
10～999999msのÓÔで:;できますが、Àの½
;��やパソコンの®¼により、 x�はãれこの
ない��があります。

データ をß�します。の½;6Á

Excel#のデータを½;するxのÛuを �します。 Excel#
のデータが「１００」で、「ｍＶ」を �すると、100mVが½;され
ます。

Excel#のデータの½;ãäx、��の½;を にしOFF
て½;をæäします。 チ ェックをCけないと、æäx、
½;はWYの½;zで をÊËします。ON

11

11

12

13

14

チェックをCけると½;はオートレンジになり チェックます。

をÞ 、して ½;レンジをß�してà�レンジにできます。

レンジ �fjがSUされますから、áâを �してくだ

さい。

チェックをCけると、½;がパルス½;になります。
パルスx�îを:;してください。パルス½;にチェック
をCけると、「ÊËx�」がパルスÏÐに¥り¦わります。

½;が 
�のxは、½;を にします。PAUSE OFF

��のÇ.x�を します。:;

0.0004～120 0.01 2000msのÓÔでNPLC 、 ～

:;します。

��レンジを �します。

½;Y、��OPまでのÈÉx�を:;し

ます。0.0 10,000ms～ のÓÔ。

マウスクリックで、��OPxのX�Cntrol+

だけのÈÉx�:;が»¼です。

��するôõにチェックをCけます。 チ ェックを

Cけると¯xに、その��zをExcelへ:;する

xのÛuをß�します。

��データをExcelシート に%&を¢います。#

ここをダブルクリックして、Ç.x�の:;Ûuを
で¥り¦えます。NPLC/ms

7

16

15

17

19

18 ISC VOCまたは、 のx�_な��を��します。

マルチメータÑのÞi���の��をç�する
��は、チェックをCけます。

���の]^NO��を �します。

;�Ñの�8����のi�

ここでチェックをCけたôõがZ[した��、��は]^_に�×されます。

ここで:;したÓÔを��zがÞれた��、� で��zが シートに:;されます。Excel

ここで:;したÓÔを��zがÞれた��、� で��zが シートに:;されます。Excel

ここのチェックをCけると、#%のÓÔをÞれると��を]^_に�×します。

ここのチェックをCけると、#%のÓÔをÞれると��を]^_に�×します。
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èéスイープモードをÙÚします。
���は、 モードで^%します。DC

スイープパターンを「 」「 」「 」からÙÚします。LIN LOG FIX

��スイープのxにチェックをCけます。

��スイープモードの56¶·

START

STOP

STEP WIDTH

START

STOP

DICADEëりの
データ+

LINスイープ LOGスイープ FIXEDスイープ

à�½;z

���+

Excelシート�のデータをなぞりながらの56¶·

G に½;するデータを シートに:;しておきます。½;するデータはùúのuvに:;»¼ですが、 シートの#Excel Excel

から567に:;します。¯じ½;zを�り�し½;する��は、½;zのYろにìカッコで、��し�+を:;してください。

このuvにカーソルをvいて��をOPします。

;��の56データを に�6した[Excel
��の56は

�1V, 1
4�1.2V,
1�1.4V,
2�1.6V,

のように56されます。
Excel�)この�6で、 がエラーメッセージを5した�µは、

��にシングルクォーテーションを�6して、そのÃろに
�²を�6してください。
【[】

5'1.2(4)

このuvを½;OPuvにß�します。

このuvにカーソルをvいて「½;uv」ボタンをクリックしてß�します。

12 Excelタブからの56¶·のi�

Excelタブからの56¶·は、2つの56¶·がù�されています。
1.��に�6されたExcelシート�のデータをなぞりながらの56と;�を�う。
2.;��の 56モードで、��スイープ56( / / )を�い、»¨に;�も�う。DC LIN LOG FIX
それぞれ、Ò56ステップごとに78にuwしたマルチメータのFù;�が¯`です。
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16 17

18

;�レンジをi�します。

��レンジを、 からÙÚします。AUTO MANUAL/

à�する��レンジ

AUTO MODEのÙÚ
= al$�z NORM

RANG LOW LIMIT
のÙÚ

=1uA$�z

THRESHOLD RATE
の:;
$�z=90

5%のáâは、
シリーズC&B2900A

のマニュアルを()
ください。

9U��をi�します。

Excelシート#に%&されるグラフの

$�サイズを+¹ ,-します。/

$�サイズは、「 」です。1.0

$�サイズは、ディスプレーのサイズや

のバージョンにより2なります。Excel

グラフのタイトルを:;

4�のデータをß�

5�のデータをß�

4�の を:;Max/Min
ÀÁは、オートスケールで%&されます。

5�の を:;Max/Min
ÀÁは、オートスケールで%&されます。

$�のグラフuvから、5へw^する¢+
をß�します。

ISC VOC/ ²の¨©��Wの;���

ISC VOC, のどちらかをÙÚします。

��の�り�し�+を:;します。

ダブルクリックすると、+zの��が»¼になります。
はÆF で��します。また、 はÆF で��します。ISC VOC0V 0mA

 ¤�¥�Ö×�Øでは。���、ソーラーシミュレータのシャッターをí^でOÿすると、 や のfî®をISC VOC
KLできます。

56レンジのi�
½;レンジを、 からÙÚします。AUTO MANUAL/

AUTOレンジをÙÚした��は、
をÙÚします。LOW LIMIT RANGE MANUALレンジをÙÚした��は、

à�するレンジをÙÚします。

13 14

15

パルス®の�6

;�0y�Ãのqr¨©の�6

パルスのîを:;します。

��OPY、½;を にして、ON
WXの��までの�ちx�を:;します。
この�ちx�は、��OP�Yの �1
だけです。
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シートがスクロールしてグラフがfjからpれたとき、
グラフを]^_にfjのqえるuvへw^します。



78;��(マルチメータ5)のi�¶·

78;��を56_�としてøùする¶·

Þi���とは - でパソコンと 	 されているÆïがあります。(5&)GP IB

Þi���から»られてくるデータのフォーマットは、 であり、*+のデータの��(Max10Â)、データ�はコンマでº¥られているÆïがASCII

あります。

ð)�ての���とのÆmをÊñするものではありません。

もし、Þi���からデータをgけCるx、クエリーコマンドをG に»mするÆïがあるx、ここに»mする
クエリコマンドを:;します。ほとんどの��、ÀÁで です。OK
もし、マルチメータが コマンドòóのものでしたら、5%のコマンドのどれかが��されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

Þi���のデータgmxにトリガがÆïなx、チェックをつけます。

Þi���の - アドレスを �します。GP IB

Cり�んだデータに、5%öíを¢ったY、Excelへ:;します。
Excelへの:;z = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ:;するGôをここに:;します。
ÀÁの��、「Þi���」が:;されます。

��OP に、���に»mするコマンドがある��は、ここに:;します。 ファンクションやレンジ¥¦えのコマンド
を:;します。 ÆFはÀÁです。

���のデリミタを �します。ÆFは、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「ùúコマンド」からトリガの6ÁをÙÚします。GET TRG
ÆFは、「 」のÙÚをします。GET
「ùúコマンド」をÙÚした��は、トリガコマンドをテキストボックスに:;します。

Þi���のデータにöí¯°を¢うときにチェックします。 *+のデータが gmされた��は、その�ての
データに、5%に:;したöíが¢われます。

パソコン

GP IB-

78;�� 3 45B

B2900A/B2900B

Þi���のデータを+zとしてùうか、

��しとてùうかのÙÚを¢ないます。

ÆFは、「+zデータ」に �します。

Þi���から*+のデータが»mされる

��、データのº¥り��をß�します。

ªú_には、「コンマ」が��されます。

uw[

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

19

20

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

チェックをCけると、½;��¾�モードになります。
チェックをÞすと、����モードになります。

��OP�Yに、１�だけ½;��へ
»mする コマンドを:;します。GPIB
「 」+「 」でû¢できます。Ctrl Enter

��です。Max. 200

���æäxに、½;��へ»mするGPIB
コマンドを:;します。
「 」+「 」でû¢できます。Ctrl Enter

��です。Max. 200

�り�し��を¢う��、��� に-�½
;��へ»mする コマンドを:;します。GPIB

への½;を �Y、üコマンドが»mB2900A
され、そのY、 �したÈÉx�を�って��
が¢われます。
「 」+「 」でû¢できます。Ctrl Enter

��です。Max. 100

�り�し��を¢う��、���Yに-�½
;��へ»mする コマンドを:;します。GPIB
「 」+「 」でû¢できます。Ctrl Enter

��です。Max. 100
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0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

��シーケンス��

]^シーケンス��は、G にýþした*+の����を、ª�¯°で��をF¢する�¼です。
W¹４つの����をýþできます。
�えば、「Î¿ ��」、「Ó¿ ��」、「 ��」のそれぞれの��をýþし、この３つの��をª�して��が»¼になります。DARK IV DARK IV IV- - OneSun

【��シーケンス��の���】

STEP-1

STEP-2

STEP-3

��ゼロ �だけの��の - ;�を�います。DARK IV
シャッター*+は にします。OFF

4��の��の - ;�を�います。DARK IV
シャッター*+は にします。OFF

ONE SUN IV- の ;�を�います。
シャッター*+は にします。ON

;�NO
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]^シーケンス
��モードを

/ します。ON OFF

]^シーケンス
��モードを

/ します。ON OFF

��シーケンス��の>?

]^シーケンス��スタートボタン

この¾¿に、����をýþします。
W¹ ¢£の����がýþできます。6
����がýþしてない¾¿は、スキップします。

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEP-4

STEP-5

STEP-6

����ýþボタン
クリックすると、ïðの����がýþされます

]^シーケンス��をOPします。

ïðF¢�の���がSUされます。

���(����のファイル�)のSU

��のýþ。
Ê¡fjに:;されている�ての����を、ファイル�をCけ
てýþします。
このボタンをクリックしたとき、ÊfjにSUされている����が
:��にýþされます。

ýþした��をá¶します。

この��をOPする の�ちx�を:;します。
Ûuは、�です。
ÀÁの��は、�� にダイアログがSUされ、?	 の(Y/N)
KLが¢われます。

5%に:;した����でÛZの��を¢います。
:;した����で��が©しく¢われるかのKLをします。
]^シーケンス��をOPするためには、È¡の「 」をクリックします。ＳＥＱ ＳＴＡＲＴ

ýþされている����を�み�んで、Ê¡の��fjに
SUされます。
��を�©して、ýþボタンで!ýþできます。

]^シーケンス����のÊ�/��を¢います。
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op��による����

「Þiトリガ��」「Þiスイッチのスイープ」の�いについては、5%のとおりです。

シ
ャ

ッ
タ

ー
0

シ
ャ

ッ
タ

ー
0

シ
ャ

ッ
タ

ー
0

シ
ャ

ッ
タ

ー
0

'
*

;
�

'
*

;
�

�
�

;
�

�
�

;
�

�
8

;
�
·
¸

�
8

;
�
·
¸

スイープ;�

_�のi���

78スイッチのスイープ
の0yy{

78スイッチのスイープ
の0yy{

78トリガ;�
の0yy{

ÔÕのI-V;�(マルチサンプル )OFF

マルチサンプルI-V;�

ソーラーシミュレータの
シャッター0Ad�へメカニカルリレー

( 300V,0.5A)DC

;�0y�<スイッチ

インターロック ./�6ON OFF/

0.2m

・;��リアーの コネクタからの78./の�6¶·DIO

オプション のí	スイッチのケーブルに、 �の m
、または m
 ª�° を:;します。-02 / ( )SKIT ON OFF TTL
または、���リアーの コネクタに� :;します。 	 6Áは、���C&のマニュアルを()DIO ( )

I-V:;m
を�えると、シャッタがオープンしたY、����を]^に �し、 ��をF¢します。

GP IB-

・ をøùした78スイッチのスイープ0y. -512PCR GP

MCI PCR GP PCR GPエンジニアリング� -512 を��します。 -512 の
:;に:;m
を�えると、シャッタがオープンしたY、INPORT

����を]^に �し、I-V��をF¢します。

INPORT
INPUT

Foot Sw.

78からの;�0y./
u?./( )

Start Sw.
Foot Sw.

78からの;�0y./
u?./( )

Start Sw.

GP IB-

・ をøùした78スイッチのスイープ0y.34970A

34970Aと、34907A(マルチファンクションモジュール)を��します。
34907Aの :;に:;m
を�えると、シャッタがオープンしたY、DIO
����を]^に �し、I-V��をF¢します。

78トリガ;�
の0yy{

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition 0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition
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ソーラーシュミレータのシャッター�¤��>?

ソーラーシュミレータにシャッタ0A_`が��され、

パソコンからのシャッタ*+が¯`な�µ、°�3�

�の���¨©で ;�ができます。;���にI-V

シャッタをオープンし、;�Ô�と»¨にシャッタをク

ローズします。また、���¨©はパソコンからの*+

で�Ìにi�できるため、 ;� *がÃ�できます。I-V I-V;�

シャッタ0 シャッタA

���¨©

シャッター0A*+キット でシャッター*+する�µ。( -02)SKIT

GP IB-

シャッターOÿ¾�

ソーラーシミュレータの
シャッター0Ad�へ

メカニカルリレー
( 300V,0.5A)DC

;�0y�<スイッチ

インターロック / ./�6ON OFF

ソフトウェアのi�

シャッター0A*+を�うi�

;�0yを�<"9ボタンで�うi�

_�のi�
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GP IB-

RS-232Cによるシャッタ*+

「シャッター¾�」にチェック
をCけると、I-V��xに
シャッタ¾�が¢なわれます。

#�`��óソーラーシミュレータを、 -232Cでシャッター*+する�µ。RS

GP IB-

PCR GP GP IB-512 -の アドレスを �します。

MCI PCR GPエンジニアリング� -512 のリレーボックスをøùしてシャッタ*+を�う�µ。

MCI PCR GP-512 をÙÚします。

OUT PORT- ²
を:;します。

MCIエンジニアリング
�
-512PCR GP

ユーザ¡でご�úください。

OUT PORT-

シャッタオープンßUを½してから ��をOPするまでのÈÉx�をI-V
:;します。シャッタのオープン^%がÈい��に、シャッタがã�に
オープンするまでのx���をします。

I-V��æäY、シャッタクロースßUを½すまでのÈÉx�を:;します。

「シャッター¾�」にチェック
をCけると、I-V��xに
シャッタ¾�が¢なわれます。

DC60V/2A

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition
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ソーラシュミレータと 	 した ポート²
を �します。RS232C

シャッタオープンßUを½してから ��をOPするまでのÈÉx�をI-V
:;します。シャッタのオープン^%がÈい��に、シャッタがã�に
オープンするまでのx���をします。

I-V��æäY、シャッタクロースßUを½すまでのÈÉx�を:;します。

Asahi SpectraをÙÚします。

シャッターOに�わせてランプの 、ÿに�わせて を¢います。ON OFF
ランプ は、ランプを �させるため、ÆFはチェックをCけないでください。ON/OFF
しかし、��し��のx���が­ に�い��は、�x�ランプ��
�となり、
ランプの �を�くため、��するxだけランプを にして��し、��YランプをON

にします。OFF
ランプは��の+. に にして、��
�にしておくÆïが}ります。ON
デフォルトは、�� . にランプを�� シャッターはÿ
� し、��� でシャッター10 ( )
をOき、��を¢い、��Yシャッターをÿじ、ランプを にします。OFF
�� ランプ のx�は、このチェックボックスを「 」+「クリック」を¢うことで、ON Ctrl
.、 .、 .、 .、 .でÄ²に¥り¦えることができます。5 10 15 20 25



GP IB-

34970A -の アドレスを �します。GP IB

シャッタオープンßUを½してから ��をOPするまでのÈÉx�をI-V
:;します。シャッタのオープン^%がÈい��に、シャッタがã�に
オープンするまでのx���をします。

I-V��æäY、シャッタクロースßUを½すまでのÈÉx�を:;します。

AgilentTechnologies�34970Aのリレーボックスをøùしてシャッタ*+を�う�µ。

Agilent34970AをÙÚします。

34903Aアクチュエータモジュールのリレー²
を:;します。

Agilent Technologies
�
34970A ( 001 ) * 1オプション �� á¶DMM
34903A (20ch ) * 1アクチュエータ
ユーザ¡でご�úください。

300V,1A(50W)

34903A (20ch )アクチュエータ

ソーラーシミュレータ
のシャッターへ

ùúのスロットuvに��します。

CM NO

「シャッター¾�」にチェック
をCけると、I-V��xに
シャッタ¾�が¢なわれます。

GP IB-

7461P -の アドレスを �します。GP IB

ADC�7461Pマルチメータをøùしてシャッタ*+を�う�µ。

ADC 7461PをÙÚします。

デジタル56

シャッタオープンßUを½してから ��をOPするまでのÈÉx�をI-V
:;します。シャッタのオープン^%がÈい��に、シャッタがã�に
オープンするまでのx���をします。

I-V��æäY、シャッタクロースßUを½すまでのÈÉx�を:;します。

「シャッター¾�」にチェック
をCけると、I-V��xに
シャッタ¾�が¢なわれます。

2-6ピンへuw

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition

0.123

0.123
5.2645

5.2645

Agilent B2902A Presition
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I-V��のヒステリシス��§¨のメカニズム

※「 」だけの_`です。W32-B2900SOL4

I-V;�Ñの
��ØÙ

I-V;�Ñの
��ØÙ

I-V;�Ñの
��ØÙ

ヒステリシスの��する%�

ヒステリシスの��を�8�に� する;�

��;�y{はÕに��
;�qr¨©( ) �きと»りで�なった��

を;�してしまう。
これがヒステリシスの%�
になる。

�きと»りの;���が
»じになる。
ヒステリシスのé&は�
される。

��
;�y{

��
;�y{

��
;�y{

��
;�y{

TIME

��;�y{を
Õに3�y{へ

8する。

;�y{

;�y{

Forward

Forward

Reverse

Reverse

� Yソフトは、&�のメカニズムによりヒステリシス� を�います。)

(いまして、この¶·により、すべてのヒステリシスが� できるわけではありません。

ヒステリシスの� が¯`かどうかは、セルの��ØÙを©;してJ*します。

��)
YソフトのÒ��ステップの��;�には´くの·¸を�うため、+い;�にはÆきません。
Òステップでの;�には、ヒステリシスがない�µでの3�で �*の¨©を�します。200ms
(いまして、;�qr¨©を ³&でヒステリシスが� できる�µは、この;�¶·はd�ではありません。200ms

3�¨©=200ms

þ��な��の;�y{が%�です。

��²をÕ¨,-して、��なy{の��を;�します。
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I-V��のヒステリシス��§¨��の>?

※「 」だけの_`です。W32-B2900SOL4

1

2

ÔÕの ;�を�い、ヒステリシスをÃÄします。I-V

��ØÙを;�します。 ページ ページº�(7 ,13 )

ヒステリシスを�8� を�うためには&�のようなÙÏの��ØÙであることが¼�です。
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Sweepタブを��する。

>?�@;�にチェックを ける。

Excelタブを��する。

ISC9w;�のチェックを7す。

スクロールのチェックを7す。

スイープデータ9)を��

VOLTをÃÄ

¨©にチェックをつける。

��の;�²の.ÊÁÂ
にチェックを ける。

VOLTを��する。

３ ヒステリシス�8� ;�を�うための��i�。I-V

��

��

LINを��

スイープスタート��

スイープストップ����

スイープステップ��

ÁÂ;�にチェック

;���のレンジは、 ではなく の¶が;�NOAUTO MANUAL
がw�します。

ヒステリシス�8� にチェックをつけます。

GET SWEEPをクリックすると、 タブに�6されているスタート��、
ストップ��、ステップ��がY��の�6¦にコピーされます。

��;�を /するポイントの��のÇ0*を�6します。
4きな²はヒステリシスが1ります。�さくするとヒステリシスが
�さくなりますが¨©が´くかかります。または、いつまでも;�
できないÏÐになります。
２つの²をコンマで2�って�6します。
3�の²は;���の��Ç0*です。２¬vの²は、Ò�
�ステップで��;�を�う�µのÇ0*です。
��²は、「 」です。0.5,0.5
このように２つの²が»じ�µは、「 」と�6しても»じNOです。0.5
³&にすることはお3めできません。0.1

Ç0*に45するまでの¨©*�²を�6します。
いつまでもÇ0*に45しない�µは、この¨©のデータをæ
6し、4のステップに7みます。
２つの²をコンマで2�って�6します。
3�の²は;���の¨©*�です。２¬vの²は、Ò�
�ステップでの¨©*�です。��²は、「 」です。10,5

Ç0*をJ*する;���をi�します。
��²は、「 」です。4

IV;�Ñの��の34²を�6します。
YÃな²である°�はありません。

>?�@のパラメータにチェックをつけた�µ、この8`をダブルクリックする
と、 を「��6」と「�8�6」の��を�うことができます。Imax
�8にすると、;���の を;�し、その²を としてøùします。ISC Imax
シャッター0A*+も�います。

;�NOの データから、>?�@のパラメータ�Mを�う�µにチェックをつけます。IV
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;�NOの[

4 ヒステリシス�8� ;�の0y。I-V

「 」ボタンで;�0yします。EX.START

「 」タブを��Excel
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ソーラーシミュレータのln­® ��の��¯°I-V

1

� このìvは、「 」だけでøùできます。) W32-B2900SOL4A

シャッター*+にチェックを けて、バイアス��の*+��を�6します。

「 タブ」を��Sweep

「 」を��します。Asahi Spectra

「��*+ 」にチェックを けます。ON

バイアス�� ソーラーシミュレータ を��します。( )

��の��*+リストをカンマで2�って�6します。
「 」は、バイアス� を�üします。「 」は、éêの0 1OFF
��のi�²を�üします。
[えば、��の��がéê にi�されていて、80%

56で、 にi�(80% 1- )SUN
「 」と�6した�µ、0, 0.5, 1, 1.1
また、「'Y�� 」「 」と�6されていた�µ、1=100 mW/cm2UNIT

バイアス�0 OFF
0.5 40%   (50mW/cm2)��
1 80%  (100mW/cm2)��
1.1 88%  (110mW/cm2)��
のようにバイアス��が*+されます。
Ò��での、����は、ここで�6した��で�Mされます。
(いまして、����をYÃにM5したい�µは、
” =1”,” ” mW/cm2 W/m2'Y�� の�6は、 または、 のどちらかでUNIT
�6することが°�です。
ただし、�� ²の��Êは�9されておりませんので、あくまでもº:%
²となります。
YÃな��²が°�な�µは、&¦のXY²;çでXYを�ってください。

「シャッター*+」
にチェックを け
ます。

��のíy
mW/cm2に��されています。

éêの��の��
��*+リストが の¨の²。1

��i�Ãの<ち¨©

ソーラーシミュレータのú�を「 」を��しないと、「��*+ 」がRSされません。Asahi Spectra ON

��のXYを�うことにより、��のÃ*をÆ�することができます。
XYしていない�µは、��か���に�Wすることを�=に、��*+リスト
に¿[して��を�Mします。
��のXYを�うことにより、��が���Êの�µでも、YÃな��をM5
できます。
XYの¶·は、Ã�「バイアス�ù��のXY¶·」をº�ください。
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3 「 」ボタンをクリックすると;�を0yします。BS START.

43/48

�ìの�6を��し、「 タブ」をRします。Sweep

Sweepタブを��した¨、このようにタイトルが>¡にRSされていれば、
「バイアス��¯�の ;�」がd�です。I-VE
ソーラーシミュレータの��¯�の ;�になります。I-V

Sweepタブを��

'Y�には、�8にi�して、スイープ�&を�6して;�を�います。

「;�²を&¶Æへ�6」にチェックを けます。

2



ソーラーシミュレータ��¯�による ;�のタイミングチャートI-V

��の�ÕW
Ò;���の�ÕW

��の��をi�

��i�ÃのWAIT

SWEEP HOLD�の ¨©

?�� ;�SWEEP

SMU ON56

SMU OFF56

SWEEPデータæ6 9U/

START

END

2

2

“ ”START VALUE
にi�します。

シャッターA

シャッター0

1

1
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ソーラーシミュレータのln±²>?

GP-IB

ソーラーシミュレータ
#�`�ó( -C100)HAL

1. � �XYリストを9)します。

ソーラーシミュレータの�56i�² に÷する �の�56²を;�します。(%)
�56を;�するためのセンサーが°�になりますが、ここではíN@ セルをøùします。Si
フォトダイオードの56をマルチメータで;�することでもよいとAいます。
��にY¿[するô�¢�であればBCありません。

・ シートに、ソーラーシミュレータのXYする56リスト ² をD¶Æに��6します。Excel (% )
( )・ソーラーシミュレータでセル ô�¢� に��します。

・ ;�ソフトの モニター_`を�8して、セルの ²を©Eします。IV ISC ISC
・56リスト に(って、�8でソーラーシミュレータの56 を�えながら、それぞれの ²を(%) (%) ISC
;みæり、 シートにキー�6します。この¨、マイナスの;み²をプラスに��して、Excel Excel
へ �6します。
;み²のíyは、FでもBCありません。 5々(A,V,mW/cm2, )

・��XYリストの9)は、$て�8;�で�ってもかまいませんが、
& �のように、 ;�ソフトの 9w;�_`をGùすると、HIに�うIV ISC
こ とができます。

ソーラーシミュレータ
の56² を�8で、(%)

します。UP DOWN/

9)された
XYリスト

IV;�ソフトの タブを��Excel
し、ステップ89でÒ�56�
の を;�します。ISC

ISC9w;�にチェック。
�は、XYする56CYC

ポテントの�をi�。

Excelタブを��

PAUSEをクリックしたÃ、
で;�0y。EX START.

ソーラーシミュレータの
56² を�8で��し、(%)

ボタンをクリックEX START.
して を;�。ISC
$56² について;�(%)
する。

�56のXYポイントを�6します。
34 ポイントです。それ³�の�6は、20
Ö-されます。
この	は、��に��6してください。
ソーラーシミュレータの�56² です。(%)
ソーラーシミュレータの¥~により��¯�
�&が�なります。

¥では、 から の�&です。HAL-C100 5% 100%
¥は、 から の�&です。( -320 30% 100% )HAL

��の;�NOが�6された	。
この;�²は、��ÊをËÌするためだけにøùしますから、
;�²のíysはFでもJいです。
ここでは、 >?�@セルの をøùします。Si ISC

� このìvは、「 」だけでøùできます。) W32-B2900SOL4A
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2. � �XYリストを;みçみます。

3. � �XYリストの;�への�¦、XYリストのÃÄ/Kµ。

XYリストのこのy{にカーソルを{いて、「XY²;ç」ボタンを
クリックすると、XYリストを;みçみます。

éê;みçまれているXYリストを、 シート�へExcel
¾き5します。éカーソルy{へ56されます。
éêのXYリストのÓHがÃÄできます。

シートの¥いているL�にカーソルを{いてからExcel
クリックしてください。
この¾き5しにより、XYリストがクリアされることはあり
ません。

éê;みçまれているXYリストをクリアします。

éê;みçまれているXYリストを;�に�¦する
�µはチェックを けます。
チェックを けないと、このXYリストによりMYは
�われません。

4. ��XYが�われていない¨と、�われている¨の��M5¶·のñい。

[として、ソーラーシミュレータの�56が で、 にi�されていて、80% 1- (100mW/cm2)SUN
��*+リストが、「 」と�6された�µ。0 , 0.4 , 0.8 , 1.0 , 1.1

0 0

0.4 0.4

0.8 0.8

1.0 1.0

1.1 1.1

80% 80%

64% 64%

32% 32%

シャッター
Aじる

シャッター
Aじる

88% 88%

100 100

80 75.8

40 35

110 112

0 0

100* 100*

100* 100*

100* 100*

1.0 12.0

1.0 12.0

1.0 12.0

0.4 4.2

0.8 9.1

1.1 13.44

��*+リスト ��*+リスト�56 �56���M~ ���M~
M5された
��²(mW/cm2)

M5された
��²(mW/cm2)

�Õ² �Õ²12.0

9.1

4.2

13.44

ISC;�²
(mA)

��XYがÖい�µの��M5¶· ��XYがdる�µの��M5¶·

��XYリスト
� Náする�² がÖい�µは、¿[O`により ²を) (%) ISC
M5して、MYを�います。
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o`¥ ���のo`¨©は、 のíyをøùします。A/D ' 'PLC

�ù%Ø� のP�です。Power Line Cycle( )

この¨©は、 ���Ó8のコンデンサをQ�する¨©です。A/D

は、�ù%Ø�の1%Õ`の¨©です。1PLC

R�では、 、 R�では、 をRします。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

;� *にSTをUぼすノイズ��のWどは、�ù%Ø�のM�Xの%Ø�の7Y��です。

のM�Xのo`を�うことによりノイズ��の´くをµZできます。PLC

Yしい��

ノイズ)` �ù%Ø�)`( )1PLC

A/D���には、「[4¿À¥」と「o`¥」があり、Yソフトがサポートする�������は、「o`¥」を
øùして;�が�われます。

��\*が\いため、]¨の��;�が¯`。

��の]¨²を;�することがv�。

オシロスコープや、 ��ボードなどにøùされる。A/D

��\*はqい。

ノイズのSTをôけにくいためw�した;�が¯`。

デジタルマルチメータ、
��、^������など

にøùされる。

�6./
�6./

D/A���

��¿À�_

【(`】
コンデンサにQ�して、1�する¨©を�る

①o`¥ ���A/D

o`�_

②[4¿À¥ ���A/D

【(`】
Ó8 ���との¿Àにより;�する。D/A

A/D®´Cについて

¶·¸¹「 」とはPLC

¶·¸¹/ についてNPLC
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¥ß S4W-01 ¥ß S4W-03

¥ß S4W-03

¥ß S4W-05

¥ß S4W-05

¥ß S4W-04 ¥ß S4W-04

4½¾ケーブル オプション のÀÁ>?( )
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